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1. 令和2年3月期第3四半期の連結業績（平成31年4月1日～令和元年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期第3四半期 50,043 8.8 2,853 11.4 2,842 11.4 1,878 11.1

31年3月期第3四半期 45,977 8.0 2,562 18.9 2,550 18.2 1,691 13.9

（注）包括利益 2年3月期第3四半期　　1,878百万円 （15.4％） 31年3月期第3四半期　　1,627百万円 （7.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2年3月期第3四半期 310.36 ―

31年3月期第3四半期 277.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2年3月期第3四半期 33,625 13,571 39.6

31年3月期 31,687 12,143 37.6

（参考）自己資本 2年3月期第3四半期 13,317百万円 31年3月期 11,919百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年3月期 ― ― ― 42.00 42.00

2年3月期 ― ― ―

2年3月期（予想） 47.00 47.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 2年 3月期の連結業績予想（平成31年 4月 1日～令和 2年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,000 3.6 3,350 6.3 3,300 5.3 2,140 3.4 350.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年3月期3Q 7,010,681 株 31年3月期 7,010,681 株

② 期末自己株式数 2年3月期3Q 1,006,441 株 31年3月期 910,305 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2年3月期3Q 6,051,801 株 31年3月期3Q 6,100,431 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている将来の業績及び計画等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の継続的な改善が進むなか、緩やかな回

復基調で推移いたしましたが、米中貿易摩擦や英国ＥＵ離脱問題など海外における経済・政治情勢が不安定である

ことなどから、引き続き先行きは不透明な状況となっております。物流業界においても、運賃単価の引き上げなど

による収益改善の動きはみられるものの、人材確保のための労働環境の改善や原油価格の高止まりなどコスト負担

は増加しており、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような状況のもと、当社グループは本年度からスタートした中期経営計画に基づき、地域別の将来を見据え

た事業展開を進め、ＥＣ事業や長距離幹線輸送サービス「Ｒ＆Ｒ」の拡販など魅力的なロジスティクスサービスの

開発・提供を行ってまいりました。また、ＩＴ投資や業務改善による生産性向上を推進するとともに、人材投資を

積極的に行う方針の下、時代の変化に合わせた働き方や採用方法の構築を行い、労働環境の改善を図るなど、将来

を見据えた取組みを進めてまいりました。 

その結果、札幌通運グループにおいては、本州地区を含む新規事業の取扱増加や引き続き適正運賃の収受を推進

したことなどにより、営業収益は前年同期比15億６千万円増（+6.6%）の251億２千７百万円、セグメント損益につ

いては、上記に加え低採算事業の見直しを実施したことなどにより、前年同期比１億１千３百万円増（+16.3%）の

８億７百万円となりました。 

一方、ロジネットジャパン東日本グループにおいては、新規事業の取扱増加により、営業収益は前年同期比11億

８千４百万円増（+7.5%）の170億３千９百万円、セグメント損益については諸費用の単価が上昇していることなど

から、前年同期比１千７百万円減（△1.4%）の13億円となりました。 

また、ロジネットジャパン西日本グループにおいては、新規事業の取扱が増加したことにより、営業収益は前年

同期比12億４千２百万円増（+20.5%）の72億９千９百万円、セグメント損益は前年同期比７千７百万円増

（+17.0%）の５億３千３百万円となりました。 

これらの結果、当社グループ全体の営業収益は、前年同期比40億６千５百万円増（+8.8%）の500億４千３百万円

となりました。営業利益は前年同期比２億９千１百万円増（+11.4%）の28億５千３百万円、経常利益は前年同期比

２億９千１百万円増（+11.4%）の28億４千２百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比１億８千７

百万円増（+11.1%）の18億７千８百万円となりました。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第３四

半期累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期末の総資産は、前期末から19億３千７百万円増加し、336億２千５百万円となりました。 

このうち、流動資産は15億２千２百万円増加し、121億９千８百万円となりました。また、固定資産は車両の取

得などにより４億１千５百万円増加し、214億２千６百万円となりました。 

当第３四半期末の負債は、前期末から５億９百万円増加し200億５千３百万円となりました。 

このうち、流動負債は４億９千１百万円増加し、166億９百万円となりました。また、固定負債は１千８百万円

増加し、34億４千４百万円となりました。これらの主な要因は、借入金の増加によるものです。 

これらの結果、純資産は14億２千７百万円増加し135億７千１百万円となり、純資産から非支配株主持分を控除

した後の自己資本比率は39.6%となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、令和元年５月13日発表値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 422,388 994,166 

受取手形 682,140 1,074,044 

営業未収入金及び売掛金 8,170,007 8,327,890 

たな卸資産 105,003 121,290 

その他 1,303,209 1,686,729 

貸倒引当金 △6,415 △5,359 

流動資産合計 10,676,334 12,198,762 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,407,050 3,421,257 

機械装置及び運搬具（純額） 6,337,214 6,788,308 

リース資産（純額） 569,035 454,630 

土地 6,444,468 6,455,727 

その他（純額） 509,934 547,778 

有形固定資産合計 17,267,704 17,667,702 

無形固定資産 262,784 272,970 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,134,946 1,052,730 

繰延税金資産 336,140 341,929 

差入保証金 1,532,878 1,620,789 

その他 485,361 478,878 

貸倒引当金 △8,595 △8,669 

投資その他の資産合計 3,480,730 3,485,659 

固定資産合計 21,011,219 21,426,332 

資産合計 31,687,554 33,625,094 

 

- 3 -

㈱ロジネットジャパン(9027)令和２年３月期第３四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 805,352 290,445 

営業未払金及び買掛金 5,252,347 5,716,960 

短期借入金 5,480,895 6,644,298 

リース債務 187,364 173,113 

未払法人税等 583,237 575,589 

役員賞与引当金 96,800 － 

その他 3,712,004 3,209,235 

流動負債合計 16,118,002 16,609,642 

固定負債    

長期借入金 2,180,799 2,258,482 

繰延税金負債 184,186 202,768 

リース債務 397,896 294,082 

役員退職慰労引当金 191,880 234,120 

退職給付に係る負債 219,711 235,018 

資産除去債務 19,810 11,750 

その他 231,908 208,133 

固定負債合計 3,426,191 3,444,355 

負債合計 19,544,194 20,053,998 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,000,000 1,000,000 

資本剰余金 592,584 592,584 

利益剰余金 11,071,392 12,693,414 

自己株式 △543,498 △735,760 

株主資本合計 12,120,478 13,550,238 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △201,271 △233,083 

その他の包括利益累計額合計 △201,271 △233,083 

非支配株主持分 224,153 253,941 

純資産合計 12,143,360 13,571,096 

負債純資産合計 31,687,554 33,625,094 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

営業収益 45,977,790 50,043,003 

営業原価 41,697,579 45,087,497 

営業総利益 4,280,211 4,955,505 

販売費及び一般管理費 1,717,726 2,101,899 

営業利益 2,562,484 2,853,605 

営業外収益    

受取利息 7,061 6,022 

受取配当金 32,193 41,523 

寮収入 39,620 40,011 

その他 52,384 61,802 

営業外収益合計 131,260 149,360 

営業外費用    

支払利息 35,652 41,034 

寮支出 82,615 91,756 

その他 25,041 28,052 

営業外費用合計 143,308 160,843 

経常利益 2,550,436 2,842,122 

特別利益    

固定資産売却益 1,526 － 

投資有価証券売却益 － 2,781 

特別利益合計 1,526 2,781 

特別損失    

固定資産除売却損 8,136 19,087 

災害による損失 25,418 － 

特別損失合計 33,554 19,087 

税金等調整前四半期純利益 2,518,408 2,825,816 

法人税、住民税及び事業税 812,335 905,134 

法人税等調整額 △23,209 9,956 

法人税等合計 789,126 915,090 

四半期純利益 1,729,281 1,910,725 

非支配株主に帰属する四半期純利益 38,250 32,488 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,691,030 1,878,237 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

四半期純利益 1,729,281 1,910,725 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △101,715 △31,811 

その他の包括利益合計 △101,715 △31,811 

四半期包括利益 1,627,566 1,878,914 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,589,312 1,846,424 

非支配株主に係る四半期包括利益 38,254 32,490 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 

（注） 
合計 

 
札幌通運 

グループ 

ロジネット 

ジャパン東日本 

グループ 

ロジネット 

ジャパン西日本

グループ 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 23,566,533 15,854,927 6,057,229 45,478,690 499,100 45,977,790 

セグメント間の内部営業収益

又は振替高 
3,847,339 6,264,596 1,948,610 12,060,546 1,296,262 13,356,809 

計 27,413,873 22,119,523 8,005,839 57,539,236 1,795,362 59,334,599 

セグメント利益 694,888 1,318,918 455,738 2,469,545 525,881 2,995,427 

（注） 「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益は

本社ビルの賃貸収入、飲料水の販売収入、グループ会社からの受取配当金及び経営指導料で

あり、受取配当金がセグメント利益に与える影響額は429,486千円であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

                        （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

受取配当金の消去

その他の調整額

2,469,545

525,881 

△429,486

△3,455

四半期連結損益計算書の営業利益 2,562,484
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 

（注） 
合計 

 
札幌通運 

グループ 

ロジネット 

ジャパン東日本 

グループ 

ロジネット 

ジャパン西日本

グループ 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 25,127,006 17,039,613 7,299,654 49,466,274 576,728 50,043,003

セグメント間の内部営業収益

又は振替高 
3,823,145 7,096,537 2,455,792 13,375,475 1,991,574 15,367,050

計 28,950,151 24,136,151 9,755,446 62,841,750 2,568,303 65,410,053

セグメント利益 807,924 1,300,971 533,113 2,642,010 787,589 3,429,600

（注） 「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益は

本社ビルの賃貸収入、飲料水の販売収入、グループ会社からの受取配当金及び経営指導料で

あり、受取配当金がセグメント利益に与える影響額は556,224千円であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

                        （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

受取配当金の消去

その他の調整額

2,642,010

787,589 

△556,224

△19,770

四半期連結損益計算書の営業利益 2,853,605

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社は平成31年４月１日をもって本州地区での事業シナジー追求と業務の省力化、また機能分担を目的

とし、連結子会社である札幌通運株式会社及び中央通運株式会社の事業の一部を会社分割（吸収分割）

し、同じく連結子会社である株式会社ロジネットジャパン東日本へ継承する組織再編を行いました。 

 第１四半期連結会計期間より、この組織再編に伴い、従来「札幌通運グループ」に属していた札幌通運

株式会社の本州地区の事業及び「中央通運グループ」に属していた事業を「ロジネットジャパン東日本グ

ループ」に移管しております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分により作成したものを記載してお

ります。 
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